日本ウマ科学会　2010年度　第２回常任理事会議事録

日　時：2010年2月17日（水曜日）15：00～17：00

場　所：馬事公苑　診療所2階会議室（世田谷区上用賀2-1-1）

出席者：小川会長、菅野副会長、藤井副会長、安斉庶務担当理事、半澤会計担当理事、

石田学術担当理事、局編集担当理事、徳力国際担当理事

間事務局長

議題１．本年度の第23回学術集会について
本年度の学術集会においてシンポジウムを計画している。内容は「最近の乗馬事情を知ろう」障害者乗馬、高校生の取り組み、海外事情および乗馬生産についてパネラー4名に語ってもらう。このシンポジウムを組み込んだプログラム（案）を作成した。以下のような意見に沿った形に変更することで了承された。
1 評議員会・理事会はJRAの調査研究発表会の昼休み時間帯に組む。
2 特別講演と獣医系の一般講演の重複をさけるため、シンポジウムは2日目に組む。
3 2日目のワーキング特別講演とWEVA特別講演の演者3名による総合討論は実施しない。

4 総会はJRAの調査研究発表会の終了後に行う。

議題2．WEVA役員の講演会の進捗状況
　WEVAの新しい規定では「Intermediate Meeting は馬獣医産業がまだ発展していない国で開催すべきである」となっている。そこで、今回の日本における彼らの講演会はこの範疇から逸脱しているため、WEVAの事業として認められず、WEVAから国際航空運賃の支給ができないとのこと。そこで、日本ウマ科学会からWEVA2名の国際旅費を支給する。日程は、学術集会の前後5日間とし、航空券、国内交通費および宿泊代を負担する。また、講演に対する謝金も支給する。彼らの講演内容は演者に一任するが、ワーキングの特別講演と重ならないように依頼する。
議題3．今後の学術集会の方向性について
馬臨床獣医師ワーキンググループの活動、２日間の中での効率的な学術集会の運営、JRAの調査研究発表会との並行開催、シンポジウムを重視してきたこれまでの学会の歴史、会員全体への配慮などから、ウマ科学会全体としてのシンポジウム等の企画と馬臨床獣医師ワーキンググループの招待講演等の企画は、一年交替（それぞれ、２年に１回、隔年で開催）とすることを基本方針としたい。その場合、ワーキンググループでは招待講演の無い年には、ウマ科学会学術集会とは別の時期に開催する意向がある。この方針で当面臨むが、臨機応変に対応することを含めて了承された。
議題４．馬臨床獣医師ワーキンググループの活動報告および懸案事項

（報告）

1 Dr. Brooksに関する講演会等予定に沿って開催された。

2 症例検討会を開催した。

（懸案事項）

1 Dr. Richardsonの正式な招聘依頼文書をウマ科学会会長名で速やかに発信する。

2 Dr. Brooksの実習を収録したDVDの配布を23団体に無料で、その他希望者に実費徴収で配布したい。問題が起こらないように実施することで了承された。経費についてはワーキンググループ特別会計で処理する。
3 Dr. Richardsonの生産者向けの講演の依頼があるが、日高獣医師会主催、日本ウマ科学会の共催で実施したい。学会の普及活動の一環として講演会の実施は了承され、会場内で会員の募集をしてほしいとの希望がだされた。

4 業者展示のスペースに関して、弥生講堂内にできれば一つブースを増やしてほしいとの要望がだされている。これに関しては設置場所の確保ができることを条件に了承された。

議題５．鍋谷氏からの寄付金について

会員である鍋谷氏から100万円の寄付金を戴いた（平成21年12月22日振込）。感謝状および記念品を作成して総会の時にお渡しすることで了承された。また、寄付金は山野氏の100万円と一緒に表彰関係特別会計に入れて管理し、備考欄に鍋谷氏の名前と山野氏とともに明記する。
報告事項
1 賛助金について
JRAよりの賛助金は、JRAの予算の見直し等により100万円の減額で、本年度から250万となる。
2 2010年度日本ウマ科学会　定時活動計画
第3回常任理事会を8月、監事監査および2011年度第1回常任理事会を11月、定時総会・理事会・評議員会・学術集会を11月29日・30日に東大にて開催する。
3 「第51回競走馬に関する調査研究発表会」に関する意見（まとめ）
JRAで実施している調査研究発表会に関する意見集約の結果から、日本ウマ科学会との連続開催についての意見を抜粋して資料にまとめた。

4 ヒポファイルの一部カラー化

記事によってはカラー写真が多く、カラー化することによって原稿も集めやすい。金額的にも年間の印刷経費の予算額内に収まることから次号からカラー化したい。カラー化は学会関連記事を除くページ。
その他
1 外国籍の入会については、規定に明記されていないが問題はなく、過去にも実績がある。JESへの投稿も依頼できることから、大いに受け入れることとする。会費は海外在住者であることから7000円。
2 学会に関連する各賞の候補者を6月までに考えてほしい。

3 JESの投稿論文が少ないので、JES編集委員の全体的な若返りを含め、編集委員会で検討してほしい。

4 編集委員の交代等の変更にあたっては、会長の了承を得ること。

以上

